













































は、FGAを 40%程度までノックダウンしても他の FGB、FGG の mRNA 発現量はほとんど
変化しなかった。しかし、今回 FGA をノックアウトすると、FGB の mRNA 発現量は正常
細胞と比べ 55%程度に減少し、FGGの mRNA発現量は 20%程度まで減少した。【考察】FGA

































【概要】c-kit 遺伝子に germline の変異を有する家族性多発性 GIST（Gastrointestinal 
Stromal Tumor）のモデルマウスはこれまでに 3種類が作製されているが、それらモデル
マウスの GIST からは未だ培養細胞株は樹立されていない。培養細胞株の樹立による in 
vitro の実験とモデルマウスそのものを用いた in vivo の実験の併用は、各種薬剤の抗腫瘍
効果判定をはじめとする様々な GIST研究に重要である。 
【目的】本研究では、家族性多発性 GIST のモデルマウス (exon 17変異を持つタイプ) に






RPMI1620 の中では、DMEM の発育が最もよく、血清は FBS30%を用いることで、細胞
増殖が進んだ。しかし、使用したシャーレ全体にまでは増殖せず、一定の数まで増殖する
と増えなくなった。 
【結語】今回の結果から培地の種類、血清の濃度などの大まかな条件は検討されたが、明
確な結果は得ることができなかった。 
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